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(1)礼と礼儀 

子曰わく、恭にして 
                        

                        

礼なければ則ち労す。 
                        

                        

慎にして礼なければ則ち 
                        

                        

覗す。勇にして礼なければ 
                        

                        

則ち乱る。 
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(2) 礼 

有子曰わく、礼の用は 
                        

                        

和を貴しと為す。先王の 
                        

                        

道も斯れを美となす。和を 
                        

                        

知りて和すれども礼を以 
                        

                        

てこれを節せざれば、 
                        

                        

亦行なわるべからず。 
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(3) 仁と礼 

子曰わく、人にして 
                        

                        

仁ならずんば、礼を 
                        

                        

如何せん。人にして 
                        

                        

仁ならずんば、 
                        

                        

楽を如何せん。 
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(4) 貫かれた一つのこと 

子曰わく、賜や、女 
                        

                        

予れを以て多く学びて 
                        

                        

これを識る者と為すか。 
                        

                        

対えて曰わく、然り、 
                        

                        

非なるか。曰わく、非なり。 
                        

                        

予れは一以てこれを貫く。 
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(5) 語りえぬもの 

子、罕に利を言う、 
                        

                        

命と与にし仁と与にす。 
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(6) 仁とは 

樊遅(はんち)、仁を問う。 
                        

                        

子曰わく、人を愛す。 
                        

                        

知を問う。子曰わく、 
                        

                        

人を知る。 
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(7) 身近な仁 

子曰わく、仁遠からんや。 
                        

                        

我仁を欲すれば、 
                        

                        

斯に仁至る。 
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(8) 仁の効用 

子曰わく、苟に仁に 
                        

                        

志せば、悪しきこと無し。 
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(9) 自在な仁 

子曰わく、惟だ仁者のみ 
                        

                        

能く人を好み、 
                        

                        

能く人を悪む。 
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(10) 視点 

子曰わく、 
                        

                        

古の学者は己の為にし、 
                        

                        

今の学者は人の為にす。 
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(11) 仁を開発する方法 

子貢、仁を為さんことを 
                        

                        

問う。子曰わく、是の邦に 
                        

                        

居りては、其の大夫の賢者 
                        

                        

に事え、其の士の仁者を 
                        

                        

友とす。 
                        

                        

 



12 

 

(12) 仁の実践 

子貢問うて曰わく、 
                        

                        

一言にして以て終身 
                        

                        

これを行うべき者ありや。 
                        

                        

子曰わく、其れ恕か。 
                        

                        

己の欲せざる所、 
                        

                        

人に施すことな勿かれ。 
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(13) ふたたび礼へ 

子曰わく、己に克ちて礼に 
                        

                        

復るを仁と為す。一日己に 
                        

                        

克ちて礼に復れば、天下仁 
                        

                        

に帰す。仁を為すこと己に 
                        

                        

由る。而して人に由らんや。 
                        

                        

 

 


